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国　語　問　題
注 意 事 項

１．試験開始の指示があるまで問題冊子を開いてはいけません。
２．この問題冊子は 24ページです。落丁、乱丁、印刷不鮮明などの箇所がある場合に

は申し出てください。
３．問題冊子および国語解答用紙（マークシート）と国語記述解答用紙が配布された

後、各解答用紙の所定欄に座席番号・氏名・フリガナを正確に記入し、国語解答用
紙の座席番号欄には座席番号を正しくマークしてください。

４．解答は必ず国語解答用紙の指定された箇所に正しくマークし、記述式問題の解答
は国語記述解答用紙に記述してください。マーク箇所を誤った解答は無効です。

５．マーク解答欄記入上の注意
　（１）　解答は指定された解答欄にマークし、その他の部分には何も書かないでくださ

い。例えば、　　　　と表示のある問いに対して、③と解答する場合には、次の例
のように解答番号 20 の解答欄の③にマークしてください。

　　　例

　（２）　複数の解答がある場合も、同じ解答欄にマークしてください。ただし、指示さ
れた解答数より多くマークした場合は、その解答はすべて不正解となります。

　（３）　解答用紙へのマークはすべてＨＢのシャープペンシルまたは鉛筆で行い、訂正
する場合にはプラスチック製消しゴムで丁寧によく消し、消しくずはきれいに取
り除いてください。

　（４）　解答用紙は絶対に汚さないでください。また折り曲げたり破ったりしないでく
ださい。

　（５）　解答欄の所定欄以外の余白部分は、何も記入しないでください。記入したり、
汚したりすると解答用紙読み取り時の誤読の原因となり、採点できない場合があ
ります。

６．国語記述解答用紙については、注意事項をよく読み、指定された設問について解
答しなさい。

７．試験時間中に退場することはできません。
８．問題冊子は必ず持ち帰ってください。
９．解答用紙は持ち帰ってはいけません。
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Ⅰ　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

人
間
が
神
仏
を
創
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
神
仏
が
人
間
を
創
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
人
間
が
人
間
た
る
特
質
と
も
い
え
る
「
自
ら
の
存
在
の
意
味
を
問
い
掛
け
る
動
物
」
と

し
て
進
化
し
た
キ
ケ
ツ
と
し
て
、
自
ら
を
制
御
す
る
存
在
と
し
て
の
神
仏
を
ソ
ウ
ゾ
ウ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

最
新
の
脳
科
学
の
進
歩
を
踏
ま
え
た
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
精
神
医
学
者
Ｅ
・
フ
ラ
ー
・
ト
リ
ー
の
『
神
は
、
脳
が
つ
く
っ
た
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
一
八
年
）

は
、
こ
う
し
た
認
識
を
確
認
す
る
上
で
有
効
な
論
稿
で
、
脳
の
進
化
の
過
程
に
お
い
て
人
間
が
神
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
説
得
的
に
検
証
し
て
い
る
。
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

が
、
約
一
〇
万
年
前
以
降
に
「
自
分
自
身
を
考
え
る
内
省
能
力
」
を
発
達
さ
せ
、
約
四
万
年
前
以
降
に
「
自
伝
的
記
憶
」（
自
分
の
死
を
超
え
て
将
来
に
投
影
す
る
能
力
）

を
獲
得
し
、
そ
う
し
た
認
知
能
力
の
進
化
が
農
耕
革
命
、
定
住
革
命
に
つ
な
が
り
、「
一
万
年
か
ら
七
〇
〇
〇
年
前
」
の
時
点
で
「
概
念
的
な
神
々
」
を
意
識
す
る
に
至
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

人
間
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
脳
は
一
・
五
㎏
程
度
と
い
わ
れ
る
。
体
重
の
三
〇
分
の
一
に
も
満
た
な
い
脳
が
人
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
四
分
の
一
以
上
を
消
費
す
る
と
い

う
。
認
知
革
命
を
経
た
人
類
が
約
六
万
年
前
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
へ
と
移
動
し
、
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
旅
を
続
け
、
約
一
万
年
前
に
定
住
革
命
を
迎
え
た
こ

と
、
そ
し
て
約
五
〇
〇
〇
年
前
の
人
類
が
実
現
し
た
シ
ュ
メ
ル
都
市
文
明
が
生
ん
だ
シ
ュ
メ
ル
文
字
の
粘
土
板
、
そ
の
人
類
最
古
の
文
字
で
描
か
れ
た
神
話
に
多
く
の
神
々

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
。

人
間
は
い
つ
宗
教
心
を
持
つ
に
至
っ
た
の
か
。
人
間
が
人
智
を
超
え
た
「
聖
な
る
も
の
」
に
魅ひ

か
れ
、
内
な
る
価
値
に
動
か
さ
れ
て
「
回
心
」
す
る
起
点
は
何
か
。
そ
し

て
二
五
〇
〇
年
ほ
ど
前
、

A

Ｂ
Ｃ
五
〇
〇
年
頃
に
、
な
ぜ
今
日
の
世
界
宗
教
の
中
核
を
占
め
る
中
東
一
神
教
（
起
源
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
）、
仏
教
、
儒
教
（
世
界
宗

教
と
は
い
え
ぬ
が
）
が
、
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
誕
生
し
た
の
か
。
人
類
史
に
お
け
る
宗
教
の
意
味
を
再
考
し
て
お
き
た
い
。

　

Ｒ
・
ド
ー
キ
ン
ス
の
『
神
は
妄
想
で
あ
る
―
―
宗
教
と
の
決
別
』（
早
川
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
が
語
る
「
宗
教
は
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
こ
と
で
寿
命
を
延
ば
す
偽
薬
で

あ
る
」
と
い
う
見
解
が
真
理
だ
と
し
て
も
、
宗
教
が
人
間
の
切
な
る
願
望
の
表
象
で
あ
り
、
人
間
と
い
う
動
物
の
特
質
の
投
影
で
も
あ
る
こ
と
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
宗
教
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
人
類
は
二
足
歩
行
と
脳
の
進
化
を
経
た
認
知
革
命
の
先
に
「
聖
な
る
も
の
」
を
設
定
し
、
そ
れ
に
頭
を
垂

れ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
精
神
を
制
御
し
て
き
た
と
い
え
、
宗
教
の
起
源
は
「
聖
な
る
事
象
」
へ
の
気
づ
き
に
あ
る
と
い
え
る
。

約
二
〇
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
登
場
し
た
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
、
一
〇
万
年
前
頃
か
ら
認
知
革
命
の
中
で
「
自
ら
を
見
つ
め
る
内
省
能
力
」
を
身
に
つ
け
始
め
、

ア

イ

⑴
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約
六
万
年
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
へ
の
「
グ
レ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
移
動
を
開
始
し
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
人
類
は
移
動
を
通
じ
て
「
人
間
と
い
う

存
在
へ
の
無
力
感
」
を
味
わ
い
、
自
然
の
驚
異
と
偉
大
さ
に
霊
性
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
太
陽
の
美
し
さ
と
恵
み
」「
そ
そ
り
立
つ
山
岳
の
壁
」「
一
木
一
草
に
も
命
」

を
感
じ
「
聖
な
る
も
の
を
設
定
」
す
る
心
情
が
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
無
生
物
に
も
「
ア
ニ
マ
」（anim

a

）、
す
な
わ
ち
霊
魂
が
存
在
す
る
と
い
う
信
念
が
、
自
ら
を
律
す

る
心
性
に
芽
生
え
た
こ
と
は
重
い
一
歩
で
あ
っ
た
。
人
類
が
自
然
と
の
対
峙じ

・
格
闘
・
共
生
を
通
じ
て
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
志
向
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
と
い
う
視
点
は
、
宗
教

の
淵え

ん

源
を
考
え
る
上
で
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
の
文
化
人
類
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
タ
イ
ラ
ー
（
一
八
三
三
〜
一
九
一
七
年
）
は
宗
教
学
の
先
駆
的
研
究
と
も
い
え
る
『
原
始
文
化
―
―
神
話
・
哲
学
・
宗
教
・

言
語
・
芸
能
・
風
習
に
関
す
る
研
究
』（
誠
信
書
房
、
一
九
六
二
年
、
原
書
一
八
七
一
年
）
に
お
い
て
―
―
彼
は
一
七
世
紀
に
日
本
を
訪
れ
た
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
さ

え
参
照
し
て
日
本
宗
教
の
研
究
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
の
だ
が
―
―
独
自
の
宗
教
進
化
論
を
展
開
し
、
宗
教
は
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
―
多
神
教
―
一
神
教
」
と
進
化
し
て
き
た

と
い
う
考
え
方
を
展
開
し
た
。
一
九
世
紀
と
い
う
時
代
を
背
景
に
し
た
西
欧
・
キ
リ
ス
ト
教
優
位
の
宗
教
観
で
あ
り
、
未
開
・
非
文
明
に
お
い
て
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
フ
ェ

テ
ィ
シ
ズ
ム
（
偶
像
崇
拝
、
呪
物
崇
拝
）
が
支
配
的
で
、
そ
れ
が
多
神
教
へ
と
進
化
、
さ
ら
に
文
明
化
と
と
も
に
一
神
教
へ
と
成
熟
し
て
い
く
と
い
う
捉
え
方
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
認
識
の
限
界
は
、
現
代
社
会
に
も
現
存
す
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
観
察
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
は
未
開
社
会
の
特
質
で
は
な
く
、
時
代
を
超
え
た
人

間
の
特
質
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
ネ
ズ
ミ
に
人
間
の
心
を
持
た
せ
て
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
」
な
る
存
在
を
生
み
出
し
た
。
世
界
中
の
子
ど
も

は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
動
物
に
心
を
寄
せ
、
擬
人
化
し
て
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
環
境
の
保
持
に
関
心
を
抱
く
人
の
中
に
は
、
近
代
社
会
を
貫
く
「
人
間
中
心
主
義
」
の
世
界
観
に
疑
問
を
抱
き
、「
多
様
な
生
物
が
共
生
す
る
地
球
」
を
キ

キ
ュ
ウ
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
こ
れ
も
形
を
変
え
た
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
も
い
え
る
。

現
代
に
お
け
る
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
も
気
づ
か
ざ
る
を
え
な
い
。

B

、
商
業
主
義
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
商
品
へ
の
信
奉
は
凄
ま
じ
く
、
こ
れ
こ
そ
呪
物

崇
拝
の
延
長
と
も
い
え
る
。
製
品
へ
の
セ
ン
コ
ウ
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、
高
額
の
ブ
ラ
ン
ド
に
執
着
す
る
「
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
チ
」
は
地
上
に
蔓ま

ん

延
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

芸
能
の
世
界
に
お
け
る
「
ア
イ
ド
ル
」（
偶
像
）
な
る
存
在
に
熱
狂
す
る
空
気
こ
そ
、
文
字
通
り
「
偶
像
崇
拝
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
ア
イ
ド
ル
・
グ
ル
ー
プ
に

「
神
セ
ブ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、「
神
っ
て
る
」
と
い
う
表
現
が
飛
び
交
う
現
代
社
会
は
、
究
極
の
「
多
神
教
」
状
態
に
あ
る
と
も
い
え
る
。
我
々
自
身
が
ア
ニ
ミ
ズ

ム
と
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
宗
教
な
る
も
の
の
本
質
を
熟
慮
す
る
な
ら
ば
、
宗
教
は
人
間
の
心
に
お
け
る
二
つ
の
要
素
の
淵
源
を
も
つ
と
い
え
る
。

⑶
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一
つ
は
、
こ
こ
で
論
じ
て
き
た
「
聖
な
る
も
の
」
へ
の
意
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
、
心
の
内
な
る
価
値
へ
の
意
識
で
あ
り
、
自
ら
を
律
す
る
規
範
へ
の
目
覚

め
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
人
類
史
に
お
け
る
内
面
的
価
値
、「
道
徳
の
誕
生
」
に
関
心
が
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
人
類
学
者
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ボ
ー
ム

は
『
モ
ラ
ル
の
起
源
』（
白
揚
社
、
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
、
道
徳
、
良
心
、
利
他
行
動
の
進
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
彼
は
「
血
縁
を
超
え
た
他
者
に
対
す
る
寛
大

さ
（
モ
ラ
ル
）
は
、
集
団
内
の
「
黄
金
律
」
と
し
て
、
集
団
を
効
果
的
に
ま
と
め
る
上
で
有
効
だ
か
ら
と
い
う
社
会
的
環
境
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
」
と
考
え
、「
お
よ
そ 

一
五
万
年
前
」
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
に
モ
ラ
ル
の
起
源
を
求
め
て
い
る
。

  

C

、
人
間
に
だ
け
道
徳
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
よ
う
だ
。
霊
長
類
の
社
会
的
知
能
研
究
の
第
一
人
者
フ
ラ
ン
ス
・
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
ー
ル
の
『
道
徳
性

の
起
源
―
―
ボ
ノ
ボ
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
は
、
類
人
猿
ボ
ノ
ボ
の
研
究
を
通
じ
て
、「
道
徳
性
と
は
神
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
も
の

で
も
、
人
間
の
理
性
か
ら
導
か
れ
た
原
理
に
由
来
す
る
も
の
で
も
な
く
、
進
化
の
過
程
で
動
物
が
営
む
社
会
生
活
の
必
然
か
ら
生
じ
た
。
相
手
を
思
い
や
り
、
助
け
合
い
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
公
平
に
や
る
の
は
動
物
も
人
間
も
同
じ
だ
」
と
論
ず
る
。

ま
た
、
英
国
の
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ウ
ェ
イ
ド
は
、『
宗
教
を
生
み
だ
す
本
能
―
進
化
論
か
ら
み
た
ヒ
ト
と
信
仰
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
に

お
い
て
、「
言
語
と
宗
教
こ
そ
、
人
間
の
学
習
能
力
の
上
に
築
か
れ
た
複
雑
な
文
化
行
為
」
と
述
べ
、「
人
は
一
人
で
話
す
、
祈
る
の
で
は
な
く
、
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
で
納
得
し
、
落
ち
着
く
」
と
語
る
。
つ
ま
り
、「
宗
教
と
は
、
感
情
に
働
き
か
け
、
人
々
を
結
束
さ
せ
る
信
念
と
実
践
の
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
り
、
社
会
的
関
係

性
の
中
で
自
ら
の
位
置
を
問
い
掛
け
、
共
有
で
き
る
価
値
に
向
き
合
う
視
界
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
約
一
万
年
前
と
さ
れ
る
定
住
革
命
の
過
程
で
、
人
間
社
会
に
は
移
動
を
続
け
る
部
族
と
は
異
な
る
次
元
で
の
共
同
体
が
生
ま
れ
、
近
隣
の
共
同
体
と
の
関
係
性

が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、「
嫌
い
な
奴
と
は
別
れ
て
移
動
す
る
」
こ
と
か
ら
、「
嫌
い
な
奴
と
も
何
と
か
共
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
、
社
会
の
良
好

な
関
係
を
保
つ
た
め
の
自
制
心
、
他
者
へ
の
配
慮
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
次
に
論
及
す
る
「
世
界
宗
教
」
の
誕
生
の
フ
ク
セ
ン
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

�

（
寺
島
実
郎
『
人
間
と
宗
教
』
よ
り
。
出
題
に
あ
た
っ
て
本
文
を
一
部
改
変
し
た
）

⑷

⑸

オ
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＊
注
１　

シ
ュ
メ
ル
都
市
文
明　
　
　
　

シ
ュ
メ
ー
ル
と
も
書
く
。
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
紀
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
南
部
に
興
っ
た
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
使
用
し
た
文
明
。

　
　

２　

Ｒ
・
ド
ー
キ
ン
ス　
　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
の
進
化
生
物
学
者
・
動
物
行
動
学
者
。

　
　

３　

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー　
　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
実
業
家
。
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問
一　

傍
線
部
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
で
ど
う
書
く
か
。
解
答
例
に
な
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
⑩
の
中
か
ら
正
し
い
組
み
合
わ
せ
に
な
る
よ
う
に
漢

字
を
二
つ
ず
つ
選
び
、
同
一
解
答
欄
に
そ
の
番
号
を
両
方
と
も
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。	

ア

1

	

イ

2

	

ウ

3

	

エ

4

	

オ

5

（
解
答
例
）　

コ
ウ
ケ
ン

①　
高 　
　

②　
貢 　
　

③　
工 　
　

④　
功 　
　

⑤　
幸 　
　

⑥　
献 　
　

⑦　
権 　
　

⑧　
堅 　
　

⑨　
謙 　
　

⑩　
件

�

答　

②　
⑥

ア　

キ
ケ
ツ

①　
既 　
　

②　
起 　
　

③　
棄 　
　

④　
岐 　
　

⑤　
帰 　
　

⑥　
決 　
　

⑦　
潔 　
　

⑧　
結 　
　

⑨　
傑 　
　

⑩　
欠

イ　

ソ
ウ
ゾ
ウ

①　
宗 　
　

②　
相 　
　

③　
創 　
　

④　
装 　
　

⑤　
操 　
　

⑥　
象 　
　

⑦　
造 　
　

⑧　
憎 　
　

⑨　
蔵 　
　

⑩　
増

ウ　

キ
キ
ュ
ウ

①　
希 　
　

②　
季 　
　

③　
期 　
　

④　
機 　
　

⑤　
奇 　
　

⑥　
及 　
　

⑦　
急 　
　

⑧　
求 　
　

⑨　
究 　
　

⑩　
救

エ　

セ
ン
コ
ウ

①　
選 　
　

②　
詮 　
　

③　
専 　
　

④　
旋 　
　

⑤　
先 　
　

⑥　
項 　
　

⑦　
行 　
　

⑧　
効 　
　

⑨　
孝 　
　

⑩　
好

オ　

フ
ク
セ
ン

①　
副 　
　

②　
複 　
　

③　
服 　
　

④　
伏 　
　

⑤　
幅 　
　

⑥　
宣 　
　

⑦　
専 　
　

⑧　
占 　
　

⑨　
線 　
　

⑩　
船
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問
二　

空
欄

A

・

B

・

C

に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。�

6

①　
Ａ　

つ
ま
り　
　
　

Ｂ　

た
だ
し　
　
　

Ｃ　

た
と
え
ば

②　
Ａ　

い
っ
ぽ
う　
　

Ｂ　

す
な
わ
ち　
　

Ｃ　

つ
ま
り

③　
Ａ　

ま
た
は　
　
　

Ｂ　

し
か
し　
　
　

Ｃ　

す
な
わ
ち

④　
Ａ　

つ
ま
り　
　
　

Ｂ　

た
と
え
ば　
　

Ｃ　

た
だ
し

⑤　
Ａ　

ま
た
は　
　
　

Ｂ　

た
と
え
ば　
　

Ｃ　

す
な
わ
ち

問
三　

傍
線
部
⑴
「「
一
万
年
か
ら
七
〇
〇
〇
年
前
」
の
時
点
で
「
概
念
的
な
神
々
」
を
意
識
す
る
に
至
っ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
起
こ
っ
た
出
来

事
と
し
て
適
切
で
な
い

﹅
﹅
﹅

も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

７

①　
定
住
革
命
を
迎
え
た
こ
と

②　
ボ
ノ
ボ
の
道
徳
性
が
人
類
に
伝
わ
っ
た
こ
と

③　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
へ
の
移
動
を
開
始
し
た
こ
と

④　
「
自
伝
的
記
憶
」
を
獲
得
し
た
こ
と
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問
四　

傍
線
部
⑵
「
認
知
革
命
」
と
あ
る
が
、
本
文
に
お
い
て
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
「
認
知
革
命
」
と
呼
ん
で
い
る
の
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

８

①　
内
省
能
力
を
発
達
さ
せ
た
こ
と

②　
脳
が
神
仏
を
創
造
し
た
こ
と

③　
人
間
中
心
主
義
の
世
界
観
を
否
定
し
た
こ
と

④　
学
習
能
力
が
文
化
的
行
為
を
牽け
ん

引
す
る
と
認
識
し
た
こ
と

問
五　

傍
線
部
⑶
「
現
代
社
会
に
も
現
存
す
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
と
あ
る
が
、「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

９

①　
人
類
が
自
然
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
中
で
生
じ
た
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
霊
魂
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え
方

②　
人
間
が
移
動
を
通
じ
て
無
力
感
を
味
わ
っ
た
た
め
、
安
堵ど

す
る
た
め
に
動
物
を
聖
な
る
も
の
と
し
て
設
定
す
る
と
い
う
考
え
方

③　
人
間
は
人
知
を
超
え
た
「
聖
な
る
も
の
」
に
魅
か
れ
、
内
な
る
価
値
に
動
か
さ
れ
て
「
回
心
」
で
き
る
と
い
う
考
え
方

④　
動
物
に
人
間
の
心
を
持
た
せ
、
擬
人
化
す
る
こ
と
で
、
動
物
に
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
考
え
方
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問
六　

傍
線
部
⑷
「
自
ら
を
律
す
る
規
範
へ
の
目
覚
め
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
で
の
「
規
範
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

10

①　
集
団
全
体
の
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
、
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
目
的
で
宗
教
を
信
仰
す
る
集
団
的
信
仰
心

②　
社
会
生
活
の
必
然
か
ら
生
ま
れ
た
、
人
間
だ
け
が
持
っ
て
い
る
、
相
手
を
思
い
や
り
、
助
け
合
う
道
徳
性

③　
集
団
生
活
と
い
う
社
会
的
環
境
に
お
い
て
互
い
の
良
好
な
関
係
を
保
つ
た
め
に
生
ま
れ
た
、
血
縁
を
超
え
た
他
者
へ
の
寛
大
さ

④　
進
化
し
た
脳
が
自
ら
を
制
御
す
る
存
在
と
し
て
生
み
出
し
た
、
神
仏
と
い
う
概
念

問
七　

傍
線
部
⑸
「
定
住
革
命
」
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

11

①　
部
族
の
移
動

②　
脳
の
進
化

③　
道
徳
性

④　
人
間
中
心
主
義



－国語　－9

問
八　

本
文
の
内
容
に
一
致
し
な
い

﹅
﹅
﹅

も
の
を
、
次
の
①
～
⑥
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
同
一
解
答
欄
に
そ
の
番
号
を
両
方
と
も
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

12

①　
人
類
が
、
認
知
革
命
を
経
て
、
自
然
と
の
対
峙
・
格
闘
・
共
生
の
中
で
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
志
向
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
と
い
う
視
点
は
、
宗
教
の
起
源
を
考
え

る
上
で
重
要
で
あ
る
。

②　
人
間
が
人
智
を
超
え
た
「
聖
な
る
も
の
」
に
魅
か
れ
、
内
な
る
価
値
に
動
か
さ
れ
て
「
回
心
」
す
る
理
由
は
、
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
こ
と
で
寿
命
を
延
ば
す

た
め
で
あ
る
。

③　
未
開
・
非
文
明
に
お
い
て
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
支
配
的
で
、
そ
れ
が
多
神
教
へ
と
進
化
、
さ
ら
に
文
明
化
と
と
も
に
一
神
教
へ
と
成
熟
し

て
い
く
と
い
う
捉
え
方
に
は
限
界
が
あ
る
。

④　
高
額
の
ブ
ラ
ン
ド
に
執
着
す
る
「
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
チ
」
の
蔓
延
や
、
芸
能
の
世
界
に
お
け
る
「
ア
イ
ド
ル
」（
偶
像
）
な
る
存
在
に
熱
狂
す
る
文
字
通
り
の

「
偶
像
崇
拝
」
は
、
現
代
に
お
け
る
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
で
あ
る
。

⑤　
言
語
と
宗
教
こ
そ
、
人
間
の
学
習
能
力
の
上
に
築
か
れ
た
複
雑
な
文
化
行
為
で
あ
り
、
進
化
の
過
程
で
動
物
が
営
む
社
会
生
活
の
必
然
か
ら
生
じ
た
こ
と
が

類
人
猿
ボ
ノ
ボ
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

⑥　
宗
教
は
、
自
制
心
と
他
者
へ
の
配
慮
、「
聖
な
る
も
の
を
設
定
」
す
る
心
情
の
高
ま
り
、
と
い
う
人
間
の
心
に
お
け
る
二
つ
の
要
素
に
淵
源
を
も
つ
と
い
え
る
。
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Ⅱ　
次
の
文
章
は
高
橋
た
か
子
の
「
病
身
」
と
い
う
作
品
の
一
節
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

彼
女
は
彼
の
体
の
具
合
を
訊た
ず

ね
る
の
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
常
時
い
た
る
と
こ
ろ
に
故
障
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
見
る
か
ら
に
内
部
に
病
い
を
か
か

え
て
い
る
と
い
っ
た
繊
細
す
ぎ
る
外
見
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
体
の
具
合
は
ど
う
？
」

と
、
彼
女
は
毎
度
の
よ
う
に
、
受
話
器
に
む
け
て
言
う
。

「
う
ん
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
」

と
、
彼
も
毎
度
の
よ
う
に
言
う
。
電
話
線
を
と
お
す
と
、「
う
ん
」
が
「
む
ん
」
に
聞
え
、
ど
こ
か
甘
え
の
こ
も
っ
た
ひ
び
き
に
な
る
。

「
ど
こ
が
わ
る
い
の
？
」

彼
女
は
儀
式
の
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
を
言
う
。

「
ち
ょ
っ
と
風
邪
ひ
い
て
る
」

彼
は
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
か
鼻
を
く
す
ん
く
す
ん
と
さ
せ
る
。

「
あ
ら
、
ほ
ん
と
、
あ
な
た
の
鼻
の
音
ね
」

　

彼
女
は
は
し
ゃ
い
だ
気
分
に
な
る
。

電
話
線
の
む
こ
う
に
彼
の
白
い
鼻
の
先
の
あ
る
の
が
あ
り
あ
り
と
感
じ
ら
れ
る
。
す
ん
な
り
と
先
が
細
く
な
っ
て
い
て
、
冷
た
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
、
彼
女
の
知

り
よ
う
も
な
い
彼
と
い
う
他
人
の
内
部
の
、
ほ
の
あ
た
た
か
い
気
配
が
、
息
と
な
っ
て
出
て
い
る
。

「
鼻
が
見
え
る
よ
う
よ
」

彼
女
は
笑
っ
て
言
う
。

「
そ
う
で
す
か
」

す
こ
し
不
機
嫌
な
声
を
、
彼
は
だ
す
。
い
ま
彼
女
が
彼
を
た
の
し
ん
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
彼
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
風
邪
を
ひ
い
て
具
合
が
わ
る
い
の
だ
。

「
そ
れ
だ
け
？　

わ
る
い
の
は
鼻
だ
け
？
」

⒜

⑴
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彼
女
は
貪
欲
に
な
っ
て
い
く
自
分
を
感
じ
な
が
ら
、
ま
た
言
う
。

「
喉
も
ち
ょ
っ
と
痛
い
」

「
咳せ

き

が
で
る
の
？
」

彼
は
答
え
る
か
わ
り
に
、
こ
ほ
ん
こ
ほ
ん
と
い
う
音
を
つ
た
え
て
く
る
。
き
っ
と
喉
の
粘
膜
ま
で
が
普
通
の
人
の
何
倍
も
繊
細
な
の
だ
、
と
彼
女
は
考
え
る
。
だ
が
、
そ

の
ず
っ
と
奥
の
見
え
な
い
内
部
は
、
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
色
合
い
、
形
、
手
ざ
わ
り
、
そ
し
て
も
っ
と
別
な
も
の
、
そ
れ
を
見
た

い
知
り
た
い
。

「
も
う
一
度
、
咳
を
し
て
み
て
」

と
彼
女
は
言
っ
た
が
、
何
の
音
も
つ
た
え
ら
れ
て
は
こ
な
い
。
ま
た
し
て
も
彼
女
が
彼
を
た
の
し
ん
で
い
る
こ
と
が
彼
に
わ
か
る
か
ら
だ
ろ
う
。

い
つ
か
の
朝
、
仰
向
け
に
寝
て
い
る
彼
の
喉
を
締
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
は
じ
っ
と
し
て
声
も
た
て
ず
、
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
女
が
手
を

は
な
し
て
暫し

ば
らく
す
る
と
、
ゼ
ン
マ
イ
の
こ
わ
れ
か
け
た
時
計
が
鳴
り
だ
す
前
の
よ
う
な
、
何
か
の
気
配
が
彼
の
内
部
か
ら
起
っ
た
。
そ
れ
が
ず
ん
ず
ん
持
ち
あ
げ
ら
れ
て
く

る
ら
し
い
様
子
を
、
彼
女
が
息
を
つ
め
て
ギ
ョ
ウ
シ
し
て
い
る
と
、
や
が
て
、
こ
ほ
ん
こ
ほ
ん
と
咳
が
で
た
の
で
あ
っ
た
。

「
さ
っ
き
エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
を
聴
い
て
い
た
ん
だ
」

彼
は
話
題
を
変
え
る
。

「
あ
ら
、
体
の
具
合
が
わ
る
い
の
に
？
」

彼
女
に
は
と
て
も
意
外
な
気
が
す
る
。

「
ジ
ム
ノ
ペ
デ
ィ
っ
て
の
は
い
い
ね
え
」

彼
は
「
い
い
ね
え
」
の
と
こ
ろ
で
す
こ
し
声
を
高
音
に
し
て
言
う
。

あ
の
透
き
と
お
る
懶ら

ん

惰だ

な
音
が
彼
女
の
耳
に
聞
え
て
く
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
た
っ
た
い
ま
ま
で
彼
の
部
屋
の
白
い
四
角
い
空
間
を
充
た
し
て
い
て
、
そ
こ
に
彼
の
肉
体
が

ゆ
あ
み
し
て
い
た
。
彼
の
肉
体
の
香
り
が
す
こ
し
染
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
そ
ん
な
音
の
名
残
り
を
、
い
ま
彼
女
は
電
話
線
を
と
お
し
て
聴
き
と
ろ
う
と
す
る
。

「
体
の
具
合
が
わ
る
い
の
に
音
楽
が
聴
け
る
な
ん
て
」

彼
女
は
そ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
男
の
内
部
に
音
楽
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
入
り
込
め
る
の
か
。
病
い
と
音
楽
と
が
内
部
で
ど
う
和
解
す

⒝

ア

＊
１

＊
２
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る
の
か
。
だ
が
、
そ
ん
な
質
問
に
た
い
す
る
答
え
は
、
も
と
も
と
無
理
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
こ
と
は
単
に
、
彼
女
は
病
気
な
ら
音
楽
を
聴
く
ど
こ
ろ
で
は
な
い
気
分
に
な

る
が
、
彼
は
そ
れ
が
で
き
る
人
だ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

「
不
思
議
だ
わ
」

と
、
彼
女
は
言
っ
て
お
く
。

「
何
が
？
」

き
ょ
と
ん
と
し
た
声
で
彼
は
言
う
。

「
あ
な
た
と
い
う
人
が
。
あ
な
た
の
内
部
が
」

彼
女
が
こ
う
い
う
ふ
う
に
嵩こ

う

じ
て
く
る
と
彼
は
取
り
合
わ
な
い
の
が
常
で
あ
る
。

「
熱
は
あ
る
の
？
」

彼
女
は
質
問
に
も
ど
る
。

「
す
こ
し
微
熱
が
あ
る
」

彼
は
何
度
言
わ
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
セ
リ
フ
を
言
う
。

「
ど
ん
な
感
じ
か
し
ら
？
」

「
も
う
い
い
よ
」

「
い
い
え
、
知
り
た
い
の
よ
、
言
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」

「
だ
る
い
」

と
、
そ
れ
で
も
彼
は
素
直
に
言
う
。

「
ど
こ
が
？　

頭
が
？　

体
が
？
」

「
全
部
」

「
そ
う
、
全
部
な
の
ね
」

熱
を
手
掛
か
り
に
し
て
彼
の
全
身
に
い
き
わ
た
り
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
彼
が
も
っ
と
わ
か
る
だ
ろ
う
。
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「
じ
ゃ
あ
、
熱
と
鼻
と
喉
、
わ
る
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
だ
け
ね
」

彼
女
は
結
論
と
し
て
医
者
の
よ
う
に
断
定
的
に
言
う
。
だ
が
、
医
者
は
分
析
す
る
が
、
彼
女
は
そ
う
で
は
な
い
。
彼
女
は
彼
を
、
彼
が
自
分
自
身
を
感
じ
る
の
と
同
じ
よ

う
に
感
じ
た
い
の
だ
。

「
胃
の
具
合
も
よ
く
な
い
ん
だ
」

ま
る
で
宝
を
出
し
お
し
み
し
て
い
た
よ
う
に
、
彼
は
い
ま
ご
ろ
に
な
っ
て
言
う
。

「
ま
あ
‼
」

彼
女
は
は
ず
ん
で
く
る
。
ま
た
手
が
か
り
が
あ
た
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
ど
ん
な
ふ
う
に
？
」

性し
ょ
う
こ懲
り
も
な
く
、
訊
ね
に
か
か
る
。

「
す
こ
し
吐
気
が
す
る
」

こ
れ
も
彼
が
何
度
言
っ
た
か
知
れ
な
い
セ
リ
フ
で
あ
る
。
何
度
言
っ
て
も
決
し
て
手
垢あ

か

が
つ
か
な
い
と
い
う
奇
妙
さ
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
毎
度
毎
度
た
し
か
に
彼
は
病

気
な
の
で
あ
り
、
自
分
の
現
状
を
切
実
に
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
ま
た
彼
女
の
ほ
う
で
も
、
い
つ
も
新
鮮
な
期
待
を
も
っ
て
耳
を
傾
け
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

「
吐
い
た
の
？
」

「
ゆ
う
べ
夜
中
に
吐
気
が
し
た
」

「
で
も
吐
き
は
し
な
か
っ
た
の
ね
」

「
最
近
い
つ
も
夜
中
に
な
る
と
吐
気
が
す
る
」

「
吐
気
だ
け
？　

な
ぜ
か
し
ら
？
」

「
昔
か
ら
そ
う
で
す
よ
。
と
き
ど
き
そ
う
な
る
」

「
知
っ
て
る
わ
。
不
思
議
ね
え
」

と
、
ま
た
彼
女
は
言
い
、
彼
の
内
部
に
巣
喰く

っ
て
い
る
吐
気
と
い
う
も
の
を
、
手
で
つ
か
め
な
い
も
ど
か
し
さ
を
お
ぼ
え
る
。
そ
れ
は
不
可
解
き
わ
ま
る
も
の
に
思
え
て

く
る
。
わ
る
い
も
の
を
食
べ
た
り
酒
を
飲
み
す
ぎ
た
り
し
て
吐
気
が
す
る
な
ら
、
物
理
的
に
わ
か
る
。
け
れ
ど
も
、
は
っ
き
り
し
た
理
由
も
な
し
に
生
じ
て
く
る
ら
し
い
の

⑵
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だ
。
最
近
い
つ
も
夜
中
に
な
る
と
彼
の
な
か
に
物
の
よ
う
に
居い

据す
わ

っ
て
し
ま
う
吐
気
、
理
由
が
わ
か
ら
な
い
の
で
除
去
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
吐
気
、
ま
る
で
彼
そ
の
も
の

の
謎
み
た
い
な
吐
気
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
彼
女
は
或
る
場
面
を
思
い
出
す
。
そ
の
時
も
や
は
り
彼
は
風
邪
を
ひ
い
て
い
た
。
喉
が
痛
い
と
い
う
の
で
彼
女
が
飴あ

め

を
あ
た
え
た
。
ト
ロ
ー
チ
の
よ
う
な

も
の
で
薬
草
で
で
き
た
茶
色
い
飴
で
あ
る
。
彼
は
一
つ
手
で
つ
ま
み
、
口
に
い
れ
、
し
ゃ
ぶ
っ
た
。
窓
の
敷
居
に
腰
か
け
て
い
た
の
で
、
立
っ
て
い
る
彼
女
は
彼
の
頭
の
上

に
な
ん
と
い
う
こ
と
も
な
く
手
を
置
い
た
。
と
、
手
に
変
な
ひ
び
き
が
つ
た
わ
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
、
手
を
置
い
て
い
た
彼
の
頭
の
上
に
自
分
の
耳
を
あ
て
て
み
た
。

あ
き
ら
か
に
、
拡
声
器
に
か
け
た
よ
う
に
大
き
く
、
耳
に
変
な
ひ
び
き
が
つ
た
わ
っ
て
き
た
。
彼
女
は
事
態
の
お
か
し
さ
に
笑
い
だ
し
た
。
何
の
音
な
の
か
と
誰
か
に
訊
ね

て
み
た
く
な
る
よ
う
な
音
な
の
で
あ
る
。
彼
の
頭ず

蓋が
い

骨こ
つ

の
な
か
の
ク
ウ
ド
ウ
で
サ
イ
コ
ロ
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
と
も
思
え
る
。
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、
決
し
て
サ
イ

コ
ロ
が
こ
ろ
が
っ
た
り
は
し
な
い
人
間
の
頭
の
な
か
に
、
そ
ん
な
音
が
し
て
い
る
と
い
う
、
内
部
の
謎
を
聴
い
て
い
る
気
が
し
て
く
る
。
だ
が
、
は
い
、
飴
を
口
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
取
り
出
し
て
し
ま
え
ば
、
謎
は
あ
っ
け
な
く
解
か
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
そ
ん
な
ふ
う
に
、
彼
の
病
い
の
謎
を
取
り
出
せ
な
い
も
の
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
か
ら
彼
自
身
が
取
り
出
せ
る
気
が
す
る
の
だ
。

「
不
思
議
な
人
ね
え
」

三
度
目
に
言
い
、
彼
女
は
電
話
を
切
っ
た
。

人
な
ん
て
貪
欲
に
知
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
わ
か
ら
な
く
な
る
。

　
（
中
略
）

彼
女
は
い
つ
の
頃
か
ら
か
誰
で
も
人
と
話
を
す
る
時
に
、
相
手
の
口
か
ら
出
て
く
る
あ
ら
ゆ
る
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
方
針
を
と
っ
て
い

る
の
で
な
く
て
、
し
ら
ず
し
ら
ず
に
そ
ん
な
習
慣
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
た
。
相
手
が
話
す
話
の
筋
道
を
い
っ
し
ょ
に
た
ど
っ
て
い
く
一
方
、
筋
道
を
言
う
た
め
に
口
に
さ

れ
る
言
葉
の
一
つ
一
つ
を
聞
き
の
が
さ
な
い
の
で
あ
る
。
別
な
言
葉
で
な
く
て
な
ぜ
そ
の
言
葉
が
選
ば
れ
た
か
と
い
う
、
選
択
の
要
に
、
じ
い
っ
と
注
意
し
て
い
る
と
、
相

手
が
よ
く
わ
か
っ
て
く
る
。
誰
に
お
い
て
も
フ
キ
ョ
ウ
和
音
の
よ
う
な
言
葉
が
ち
ら
つ
く
も
の
だ
が
、
そ
れ
さ
え
、
い
や
、
そ
れ
こ
そ
、
そ
の
人
の
内
部
の
何
か
を
映
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
と
お
し
て
相
手
が
よ
く
わ
か
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
相
手
か
ら
出
て
く
る
言
葉
の
一
つ
一
つ
を
、
逆
に
溯

さ
か
の
ぼ

っ
て
い
く
と
、
そ
の
言
葉
の
源
で
あ
る
内

部
と
い
う
も
の
の
感
触
が
味
わ
え
る
。

彼
女
は
人
と
話
を
し
て
い
て
、
そ
の
人
が
自
分
自
身
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
以
上
に
、
そ
の
人
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
。
相
手
の
意
識
し
な
い
と
こ
ろ
ま

⑶

イ

⑷

ウ
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で
彼
女
が
自
分
の
ア
ン
テ
ナ
を
伸
ば
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
能
力
も
、
彼
に
た
い
す
る
貪
欲
さ
を
前
に
し
て
は
た
と
壁
に
ぶ
つ
か
る
。

�

（
高
橋
た
か
子
「
病
身
」
よ
り
。
出
題
に
あ
た
っ
て
本
文
を
一
部
改
変
し
た
）

＊
注
1　

エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ　
　

‌�（
一
八
六
六
―
一
九
二
五
年
）
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
。
音
楽
界
の
異
端
児
と
呼
ば
れ
た
。
代
表
曲
に
「
ジ
ム
ノ
ペ
デ
ィ
」、

「
ジ
ュ
・
ト
ゥ
・
ヴ
」
が
あ
る
。

　
　

２　

懶
惰
な　
　
　
　
　
　
　

な
ま
け
怠
る
さ
ま
。
こ
こ
で
は
、
け
だ
る
い
さ
ま
、
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
さ
ま
。
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問
一　

傍
線
部
ア
・
イ
・
ウ
の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
で
ど
う
書
く
か
。
解
答
例
に
な
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
⑩
の
中
か
ら
正
し
い
組
み
合
わ
せ
に
な
る
よ
う
に
漢
字
を
二
つ

ず
つ
選
び
、
同
一
解
答
欄
に
そ
の
番
号
を
両
方
と
も
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。			




ア

13

	

イ

14

	

ウ

15

（
解
答
例
）　

ト
ク
テ
イ

①　
得 　
　

②　
徳 　
　

③　
特 　
　

④　
読 　
　

⑤　
督 　
　

⑥　
帝 　
　

⑦　
定 　
　

⑧　
低 　
　

⑨　
訂 　
　

⑩　
呈

�

答　

③　
⑦

ア　

ギ
ョ
ウ
シ

①　
仰 　
　

②　
業 　
　

③　
行 　
　

④　
凝 　
　

⑤　
形 　
　

⑥　
詞 　
　

⑦　
資 　
　

⑧　
視 　
　

⑨　
示 　
　

⑩　
志

イ　

ク
ウ
ド
ウ

①　
空 　
　

②　
宮 　
　

③　
遇 　
　

④　
功 　
　

⑤　
隅 　
　

⑥　
同 　
　

⑦　
道 　
　

⑧　
堂 　
　

⑨　
導 　
　

⑩　
洞

ウ　

フ
キ
ョ
ウ

①　
付 　
　

②　
普 　
　

③　
不 　
　

④　
符 　
　

⑤　
扶 　
　

⑥　
響 　
　

⑦　
共 　
　

⑧　
協 　
　

⑨　
狭 　
　

⑩　
興
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問
二　

傍
線
部
⒜
・
⒝
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

					







⒜

16

	

⒝

17

⒜　

儀
式
の
よ
う
に
な
っ
た
言
葉

①　
相
手
に
対
し
て
無
関
心
で
い
い
加
減
な
言
葉

②　
神
聖
な
会
話
に
ふ
さ
わ
し
い
厳
か
な
言
葉

③　
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
決
ま
り
切
っ
た
言
葉

④　
相
手
の
言
葉
を
巧
み
に
引
き
出
す
思
わ
せ
ぶ
り
な
言
葉

⒝　

貪
欲
に
な
っ
て
い
く
自
分

①　
具
合
が
悪
い
彼
の
病
原
を
特
定
す
べ
く
、
執
拗よ
う

に
問
い
か
け
る
自
分

②　
具
合
が
悪
い
彼
に
頓
着
せ
ず
、
自
ら
の
好
奇
心
だ
け
を
追
求
す
る
自
分

③　
彼
の
内
部
を
知
る
た
め
に
、
彼
の
言
葉
を
勝
手
に
解
釈
す
る
自
分

④　
具
合
が
悪
い
彼
を
差
し
置
い
て
、
言
葉
の
や
り
と
り
だ
け
を
楽
し
も
う
と
す
る
自
分
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問
三　

傍
線
部
⑴
「
彼
女
は
は
し
ゃ
い
だ
気
分
に
な
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。�

18

①　
自
ら
の
内
部
を
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、
彼
女
に
進
ん
で
鼻
の
音
を
聞
か
せ
た
彼
が
、
面
白
か
っ
た
か
ら
。

②　
彼
が
風
邪
に
よ
っ
て
鼻
を
な
ら
し
た
こ
と
で
、
電
話
の
先
に
あ
る
彼
の
鼻
の
先
が
見
え
た
よ
う
に
思
っ
た
か
ら
。

③　
彼
と
い
う
他
人
の
内
部
が
鼻
息
と
い
う
形
で
伝
わ
っ
た
こ
と
が
意
外
で
、
お
か
し
か
っ
た
か
ら
。

④　
彼
の
内
部
を
知
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
彼
の
鼻
の
音
を
、
彼
か
ら
引
き
出
せ
た
か
ら
。

⑤　
外
部
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
、
彼
と
い
う
人
の
内
部
に
触
れ
た
気
が
し
た
か
ら
。

問
四　

傍
線
部
⑵
「
何
度
言
っ
て
も
決
し
て
手
垢
が
つ
か
な
い
と
い
う
奇
妙
さ
が
あ
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら 

一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

19

①　
彼
女
は
彼
が
常
々
訴
え
る
「
少
し
吐
気
が
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
期
待
し
て
聞
く
が
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
彼
を
理
解
で
き
ず
、
疎
外
を
感
じ
る
、
と
い
う
こ
と

②　
彼
は
常
々
訴
え
る
「
少
し
吐
気
が
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
彼
に
対
す
る
貪
欲
な
追
求
を
巧
み
に
逃
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

③　
彼
が
訴
え
る
「
少
し
吐
気
が
す
る
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
変
わ
ら
な
い
が
、
二
人
は
い
つ
で
も
病
状
に
真し
ん

摯し

に
向
き
合
う
た
め
、
言
葉
が
古
び
る
こ
と
が
な

い
、
と
い
う
こ
と

④　
彼
は
自
分
に
つ
い
て
「
少
し
吐
気
が
す
る
」
と
い
う
言
葉
で
率
直
に
表
現
し
て
い
る
が
、
彼
女
は
そ
れ
を
い
つ
も
勝
手
に
読
み
替
え
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と

⑤　
彼
女
は
彼
の
「
少
し
吐
気
が
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
た
び
に
、
新
鮮
な
態
度
で
そ
れ
を
聞
こ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
い
つ
も
つ
か
み
所
が
な
く
ご
ま
か

さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
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問
五　

傍
線
部
⑶
「
ま
る
で
彼
そ
の
も
の
の
謎
み
た
い
な
吐
気
で
あ
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の

番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

20

①　
明
確
な
原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
生
じ
る
彼
の
吐
き
気
は
、
あ
た
か
も
彼
の
内
部
の
不
可
解
さ
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

②　
い
つ
も
理
解
不
能
な
吐
き
気
に
悩
ま
さ
れ
る
彼
で
あ
る
が
、
そ
の
吐
き
気
は
彼
と
い
う
人
自
身
の
不
可
解
さ
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

③　
彼
の
本
質
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
彼
を
襲
う
吐
気
の
不
可
解
さ
こ
そ
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

④　
彼
の
内
部
に
あ
る
理
解
不
能
な
吐
気
こ
そ
が
、
き
っ
と
彼
と
い
う
人
の
本
質
を
分
か
り
に
く
く
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

⑤　
彼
を
襲
う
吐
気
の
原
因
を
彼
自
ら
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
、
彼
が
自
身
の
内
部
を
彼
女
に
説
明
で
き
な
い
こ
と
と
同
様
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

問
六　

こ
の
文
章
の
内
容
と
し
て
適
当
で
な
い

﹅
﹅
﹅

も
の
を
、
次
の
①
～
⑥
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
同
一
解
答
欄
に
そ
の
番
号
を
両
方
と
も
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。�

21

①　
彼
女
は
彼
の
病
気
か
ら
彼
の
内
部
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
結
局
彼
と
い
う
人
の
不
可
解
さ
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
だ
っ
た
。

②　
彼
女
が
病
中
の
彼
の
症
状
を
執
拗
に
問
い
た
だ
す
の
は
、
彼
の
病
状
を
お
も
ん
ぱ
か
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

③　
彼
女
は
普
段
会
話
に
よ
っ
て
相
手
の
内
部
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
に
対
し
て
は
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。

④　
彼
女
は
な
ぜ
彼
が
病
中
に
あ
っ
て
も
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

⑤　
彼
は
彼
女
の
執
拗
な
追
求
を
避
け
る
た
め
、
い
つ
も
彼
女
を
煙
に
巻
く
受
け
答
え
ば
か
り
し
て
い
た
。

⑥　
彼
は
自
分
の
病
状
を
彼
女
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
可
解
な
自
分
自
身
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
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問
七　

傍
線
部
⑷
「
彼
か
ら
彼
自
身
が
取
り
出
せ
る
気
が
す
る
」
と
あ
る
が
、
彼
女
は
ど
う
す
れ
ば
彼
自
身
を
「
取
り
出
せ
る
」
と
想
像
し
て
い
る
か
。「
飴
」
と
「
病
い

の
謎
」
と
い
う
語
句
を
両
方
と
も
用
い
、
国
語
記
述
用
解
答
用
紙
に
、
六
十
字
以
内
（
句
読
点
を
含
む
）
で
記
述
し
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
枠
は
下
書
き
用
で
す
。
別
紙
の
国
語
記
述
解
答
用
紙
に
記
入
の
こ
と
。）

5

10

15
60
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Ⅲ　
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

問
一　

次
の
⑴
～
⑶
の
熟
語
の
対
義
語
を
、
解
答
例
に
な
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
⑧
の
中
か
ら
正
し
い
組
み
合
わ
せ
に
な
る
よ
う
に
漢
字
を
二
つ
ず
つ
選
び
、
順
番
は
無

視
し
て
、
同
一
解
答
欄
に
そ
の
番
号
を
両
方
と
も
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。			




⑴

22

	

⑵

23

	

⑶

24

（
解
答
例
）　

拡
大　

↔　

①　
小 　
　

②　
尺 　
　

③　
縮 　
　

④　
弱 　
　

⑤　
滅 　
　

⑥　
贈 　
　

⑦　
刷 　
　

⑧　
少

�

答　

①　
③

⑴　

豊
富　

↔　

①　
貧 　
　

②　
少 　
　

③　
不 　
　

④　
欠 　
　

⑤　
量 　
　

⑥　
満 　
　

⑦　
乏 　
　

⑧　
膨

⑵　

延
長　

↔　

①　
小 　
　

②　
短 　
　

③　
凝 　
　

④　
期 　
　

⑤　
縮 　
　

⑥　
予 　
　

⑦　
延 　
　

⑧　
猶

⑶　

蓄
積　

↔　

①　
低 　
　

②　
消 　
　

③　
減 　
　

④　
摩 　
　

⑤　
退 　
　

⑥　
少 　
　

⑦　
耗 　
　

⑧　
化　
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問
二　

次
の
⑴
・
⑵
の
文
の
傍
線
部
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

					







⑴

25

	

⑵

26

⑴　

新
し
い
洋
服
を
着
て
鏡
に
姿
を
う
つ
す
。

①　
長
年
の
計
画
を
つ
い
に
実
行
に
う
つ
す
時
が
来
た
。

②　
黒
板
の
文
字
を
ノ
ー
ト
に
書
き
う
つ
す
。

③　
撮
影
し
た
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
う
つ
す
。

④　
引
っ
越
し
を
し
て
住
居
を
う
つ
す
こ
と
に
し
た
。

⑵　

友
人
が
推
薦
す
る
映
画
を
か
ん
し
ょ
う
し
た
。

①　
か
ん
し
ょ
う
用
の
美
し
い
花
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

②　
京
都
に
出
か
け
美
し
く
趣
の
あ
る
日
本
庭
園
を
か
ん
し
ょ
う
す
る
。

③　
親
に
か
ん
し
ょ
う
さ
れ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
。

④　
流は

行や

り
の
あ
の
曲
は
か
ん
し
ょ
う
的
な
歌
詞
が
特
徴
だ
。
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問
三　

次
の
⑴
～
⑶
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

				





⑴

27

	

⑵

28

	

⑶

29

⑴　

外

内
剛

①　
軟 　
　

②　
重 　
　

③　
柔 　
　

④　
中 　
　

⑤　
獣

⑵　

首
尾
一

①　
間 　
　

②　
巻 　
　

③　
完 　
　

④　
環 　
　

⑤　
貫

⑶　

五
里

中

①　
無 　
　

②　
夢 　
　

③　
武 　
　

④　
霧 　
　

⑤　
矛



－国語　－24

問
四　

次
の
⑴
・
⑵
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

					







⑴

30

	

⑵

31

⑴　

情
け
は
人
の
為
な
ら
ず

①　
人
に
親
切
に
す
る
の
は
相
手
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
の
満
足
の
た
め
で
あ
る
。

②　
人
に
親
切
に
す
れ
ば
、
相
手
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。

③　
人
に
親
切
に
す
れ
ば
、
相
手
の
た
め
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
い
つ
か
自
分
に
返
っ
て
く
る
。

④　
人
に
親
切
に
す
れ
ば
、
相
手
か
ら
感
謝
さ
れ
、
自
分
も
気
持
ち
が
よ
い
。

⑤　
人
に
親
切
に
す
る
の
は
相
手
の
た
め
に
な
ら
な
い
の
で
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
。

⑵　

飼
い
犬
に
手
を
か
ま
れ
る

①　
相
手
が
強
す
ぎ
て
と
て
も
敵か
な

わ
な
い
こ
と

②　
臆
病
な
人
が
虚
勢
を
張
っ
た
り
威
張
っ
た
り
す
る
こ
と

③　
仲
の
良
い
人
に
突
然
嫌
わ
れ
る
こ
と

④　
ど
ん
な
に
仲
が
良
い
人
で
も
礼
儀
は
必
要
で
あ
る
こ
と

⑤　
普
段
か
ら
よ
く
し
て
い
る
人
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と




